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報告内容

実施したこと感想（ま

とめ）

本市へ生かせること等

１ 視察先（市町村）の概要

人口： ２９４，３０２人（Ｈ２７．１０．１現在）

行政面積： ８８６．４７ｋ㎡

２ 視察内容

「アセットマネジメント」とは資産の管理・運用の事であり、盛岡市は人

口減少・税収減時代における公共施設の維持・管理の手法として採用してい

る。

盛岡市では高度経済成長期から多くの施設を建設してきたが、①築３０年

を超える施設が全体の４割を占め、多くの施設の建て替えや大規模改修が必

要となってきた②公共施設のすべてを保有した場合の維持更新費用は、向こ

う４０年間で約４３４５億円となり、年平均で１００億円を超え、これまで

の費用（年平均４９億円）の２倍以上が必要となる③少子高齢・人口減少社

会の到来④厳しい財政状況。以上が本件取り組みの動機となったということ

である。

盛岡市では本件を所管する資産管理活用事務局の設置（平成２４年度）に

先立ち、平成２１年度に自治体経営の指針及び実施計画を策定。平成２２〜

２３年度に岩手県立大学盛岡市まちづくり研究所に若手職員を派遣し、具体

的手法を学び、提言を受けている。２５年度には公共施設保有の最適化と長

寿命化のための基本方針を策定し、公共施設利用運営状況（施設カルテ）を

公表して前述のまちづくり研究所と共同で１０代から８０代の幅広い年齢層

の一般市民３６人による市民討論会を開催した。２６年度は有識者（自治会・

町会代表、女性代表、経理関係の専門家、大学関係者等）による公共施設等

マネジメント推進会議を開催（２６年度は全５回）して施設用途別の方向性

などを定める公共施設保有最適化・長寿命化長期計画を策定。これを受けて

２７年度には公共施設の在り方を考える講演やパネル討論会を内容とした市

民フォーラムの開催（延べ２１０人参加）や市内３０地区で意見交換会を実

施（全１０回延べ３８５人参加）しながら市民理解を深めたのちに、施設ご

とに見直しの方向性や工事の実施を定めた平成２８年度から３７年度までの

１０年間の計画案として、公共施設保有最適化・長寿命化中期計画（案）を



策定した。さらに、この案についてコミュニティ地区である中学校区３２地

区ごとに説明会を開催（全１０回延べ３６５人が参加）、パブリックコメント

を経て中期計画及び実施計画を策定している。

本市においても同様の取り組みが進められているが盛岡市の場合アセット

マネジメントの研究からスタートしており、計画を進めるうえでの理論構成

がしっかりとしている。また、研修会への参加により他都市の先進事例を積

極的に取り入れ、担当職員が他都市の職員と知り合うことで取り組みの進め

方など他都市の経験を生かす機会が増えているとのことであった。対象施設

は３６７施設であり、統廃合はするがサービスは残すとの基本で進めている

ということである。こうしたことから、地区ごとの説明会でもさしたる反対

意見はなく、もっと早くすべきだったのではなどの意見もあり、本施策の推

進に対して積極的な住民意見もあったと受け止めているとのことであった。

その背景には市内３２地区の福祉推進会ごとに今ある施設を活用した地域拠

点施設を確保。老人福祉センターを設置していない地区に介護予防などを行

う場所を確保。学校などを活用した児童センターの設置。など住民にとって

サービス向上の視点がプラスに働いたのではないかと思料するところであ

る。また、建築物については劣化が進む前に計画的に「予防保全」を行い、

５０〜６０年の建築物を８０年に長寿命化することにより、中期計画期間の

１０年間に必要な維持更新費用は５４２億７６００万円で長期計画策定前の

推計よりも９２億７４００万円の縮減を見込んでいる。長寿命化のために２

０年、４０年ごとに積極的に躯体工事も行うとのことであり、確実に将来を

見据えた計画といなっていると感じた。１０年間の計画期間内に最適化を行

う施設は、複合化（７）譲渡・解体（７）転用（１）建替え（６）減築（３）

合計２４施設。計画期間に長寿命化工事等を行う施設は、修繕（５）大規模

改修（４４）建替え（６）解体・減築（１０）合計６５施設となっている。

本市における「公共建築物再編計画」は平成２８年度中に策定されること

になっているが市民サービスの質をできるだけ維持しながら丁寧な市民説明

のもとで進めていくことが重要であると感じた。


